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2021年８月24日（火）、ロシアNIS貿易会では、サマラ州政府と共同でオンラインイベント「ロシア・

サマラ州貿易投資セミナー」を開催した（在日ロシア連邦通商代表部が後援）。サマラ州はモスクワ

の南東約1,000㎞、ヴォルガ川沿岸に位置する地域である。サマラ州の人口は321万人（2021年

初）、中核都市は州都のサマラ市（人口114万人、ロシア第６位）とトリヤッチ市（人口69万人、第19

位）だ。また、サマラ州はロシア最大の自動車メーカーであるAvtoVAZ（ブランドはLADA）を擁し、ロシ

アの自動車産業の一大中心地だ。そのため日産自動車をはじめとする、日系の自動車関連メーカ

ーの進出事例も複数あり、日本とも関係の深い地域となっている。 

本セミナーでは、サマラ州政府による同州の経済・投資環境の説明、サマラ州の企業や同州に進

出している複数の外資系企業の報告及び、外資系企業との協力や外資プロジェクトのベストプラクテ

ィスの紹介が行われた。本フォーラムには、ピョートル・パヴレンコ・在日ロシア連邦通商代表部主席

代表、ナターリア・カーチナ・サマラ州副首相、柴田洋二・日本ユーラシア協会常任理事・経済交流

委員会委員長をはじめ、日ロ双方から約74名（日本側から約42名、ロシア側から約32名）が参加し

た。本号では、その報告要旨をご紹介することとしたい。 
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